
2025年１月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)
2024年12月13日

上 場 会 社 名 株式会社丸千代山岡家 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3399 URL https://www.yamaokaya.com/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 一由 聡

問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部長 (氏名) 太田 真介 (TEL)029-896-5800

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ：無

決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．2025年１月期第３四半期の業績（2024年２月１日～2024年10月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年１月期第３四半期 24,946 33.5 2,932 117.3 3,017 117.1 2,071 123.5

2024年１月期第３四半期 18,686 42.5 1,349 310.4 1,389 279.7 926 181.0

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年１月期第３四半期 211.29 －

2024年１月期第３四半期 94.58 －

当社は、2023年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の
株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純
利益を算定しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年１月期第３四半期 12,799 5,897 46.1 601.68

2024年１月期 11,163 3,866 34.6 394.48
(参考) 自己資本 2025年１月期第３四半期 5,897百万円 2024年１月期 3,866百万円

当社は、2023年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の
株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産を
算定しております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年１月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2025年１月期 － 0.00 －

2025年１月期(予想) 6.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有

※詳細につきましては、本日発表の「配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご参照ください。
当社は、2024年３月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行
っております。そのため、2025年１月期期末の配当予想につきましては、株式分割後の数値で算定しております。

３．2025年１月期の業績予想（2024年２月１日～2025年１月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,500 30.2 3,700 79.3 3,800 78.2 2,600 81.5 265.26
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有

当社は、2024年３月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行
っております。そのため、業績予想の１株当たり当期純利益につきましては、株式分割を考慮した金額を記載してお
ります。



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事
項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年１月期３Ｑ 10,056,400株 2024年１月期 10,056,400株

② 期末自己株式数 2025年１月期３Ｑ 254,552株 2024年１月期 254,552株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年１月期３Ｑ 9,801,848株 2024年１月期３Ｑ 9,798,959株

（注１）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託（BBT）」に係る信
託財産として「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）」が保有する当社株式が含まれています。
（注２）当社は、2023年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を、2024年５月１日付で普通株式１株につ
き２株の株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して期末発行済
株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況 （３）業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。

（株式分割について）
当社は、2024年３月15日開催の取締役会決議に基づき、2024年５月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行
っております。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や個人所得の改善により個人消費は堅調に推移し、緩

やかに回復へと向かっております。一方で、円安による輸入関連の原材料や資材等の高騰が長期化し企業収益を

圧迫しており、為替や世界情勢の動向など、外部環境の変化を継続的に注視していく必要があります。

外食産業におきましては、経済活動が正常化し円安を背景としたインバウンド需要が好調なことも相俟って、

外食需要は堅調に推移しております。一方で、賃上げや労働力不足解消のための人件費、求人費の増加や配送費

の値上げ、物価高騰による売上原価の上昇など、営業活動を維持するためのコストは軒並み増加傾向にあり、経

営環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社は、「食を通じて、人と地域社会をつなぐ企業へ」という経営理念のもと、前期に

続き「お客様に喜んで貰う」という全社スローガンを継続し、直営による出店、店内調理、年中無休かつ24時間

営業を基本として、当社の経営ビジョンである300店舗、47都道府県への店舗展開の実現に向け、それにふさわし

い企業体制の構築を目指しております。

当第３四半期の取り組みといたしまして、第１に、売上及び利益獲得に向けて、山岡家アプリによるクーポ

ン・ポイントの配布や商品・店舗情報の発信を積極的に実施いたしました。その結果、現会員登録数が10月末時

点で約98万人に達し、売上獲得に大きく貢献いたしました。また、９月に日清食品から発売された当社監修によ

る即席カップ麺「ラーメン山岡家醤油ラーメン」により認知度アップに繋げ、煮干しラーメン業態のリブランデ

ィングによりブランド力を強化し集客力向上を図りました。

第２に、ＱＳＣ(商品の品質、サービス、清潔さ)向上に向けて、スーパーバイザーを増員し臨店頻度を高め、

品質・接客のきめの細かいチェックと指導、店舗設備・クレンリネスの状況把握と改善を実施、来店客数の増加

に対する営業力の強化を図り、お客様に充分満足いただける店舗づくりに注力いたしました。

第３に、人材確保と育成に向けて、中途社員の計画的な採用、パート・アルバイトからの社員登用、海外から

の特定技能人材の受け入れ、本部社員の拡充と適正配置を実施、今後の事業展開を想定した人材を確保するため

の取り組みを進めております。また、トレーニングチームを増員し、店舗スタッフの調理技術や接客スキル、モ

チベーションの維持・向上のための教育体制の強化を進めております。

他にも、農業事業では、店舗を通してより多くのお客様へ安心・安全な自社栽培の長ネギを提供できるよう、

人材や設備などを増強し、安定して収穫・供給できる体制構築を目指して取り組みを進めております。

当第３四半期は出店・退店とも行っておらず、当第３四半期会計期間末の店舗数は187店舗となりました。ま

た、煮干しラーメン業態のリブランディングとして、10月に煮干しラーメン山岡家フォレストモール甲斐店をリ

ニューアルオープンいたしました。

これらの取り組みを進めた結果、来店客数は引き続き好調を維持し、既存店売上高は31ヶ月連続で対前年を上

回り、８月は単月で売上・各利益とも過去最高を記録、当第３四半期累計期間の売上高は24,946,410千円(前年同

期比33.5％増)、経常利益3,017,538千円(同117.1％増)となり、四半期純利益は2,071,060千円(同123.5％増)と第

３四半期累計期間としては、売上高、各利益ともに過去最高になりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は、12,799,360千円と前事業年度末と比較して1,635,781千円の増加

となりました。増減の主な内訳は、現金及び預金639,685千円の増加、店舗食材422,162千円の増加、売掛金

247,796千円の増加、有形固定資産256,316千円の増加であります。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債は、6,901,826千円と前事業年度末と比較して395,092千円の減少とな

りました。増減の主な内訳は、長期借入金（１年内を含む）286,738千円の減少、社債（１年内を含む）

213,000千円の減少であります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、5,897,534千円と前事業年度末と比較して2,030,874千円増加い

たしました。増減の主な内訳は、四半期純利益の計上等による利益剰余金2,021,052千円の増加であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の予想につきましては、前回発表（2024年９月13日）の通期業績予想を修正いたしました。詳しくは本日

発表の「2025年１月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年１月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,774,994 3,414,679

売掛金 581,448 829,245

店舗食材 1,171,936 1,594,098

仕掛品 10,410 20,698

原材料及び貯蔵品 75,438 82,700

前払費用 159,874 184,751

その他 70,007 52,901

流動資産合計 4,844,110 6,179,075

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,650,339 2,889,568

構築物（純額） 567,219 625,395

土地 906,631 906,631

建設仮勘定 87,757 32,318

その他（純額） 533,735 548,085

有形固定資産合計 4,745,683 5,001,999

無形固定資産

その他 79,491 145,145

無形固定資産合計 79,491 145,145

投資その他の資産

投資有価証券 37,315 51,198

敷金及び保証金 581,654 579,143

保険積立金 360,747 331,036

繰延税金資産 421,510 417,450

その他 93,065 94,310

投資その他の資産合計 1,494,293 1,473,139

固定資産合計 6,319,468 6,620,284

資産合計 11,163,578 12,799,360
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年１月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 785,202 1,135,467

１年内返済予定の長期借入金 635,129 578,528

１年内償還予定の社債 248,000 368,000

リース債務 5,142 6,227

未払金 1,733,453 1,602,412

未払法人税等 730,986 621,250

契約負債 437,684 449,487

資産除去債務 2,922 －

その他 571,698 583,204

流動負債合計 5,150,219 5,344,577

固定負債

長期借入金 1,365,509 1,135,372

社債 578,000 245,000

リース債務 18,642 22,545

資産除去債務 10,620 11,391

役員株式給付引当金 75,265 73,161

その他 98,660 69,777

固定負債合計 2,146,698 1,557,248

負債合計 7,296,918 6,901,826

純資産の部

株主資本

資本金 325,832 325,832

資本剰余金 341,127 341,127

利益剰余金 3,286,545 5,307,597

自己株式 △101,358 △101,358

株主資本合計 3,852,146 5,873,199

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,513 24,334

評価・換算差額等合計 14,513 24,334

純資産合計 3,866,660 5,897,534

負債純資産合計 11,163,578 12,799,360
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年２月１日
至 2023年10月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年10月31日)

売上高 18,686,940 24,946,410

売上原価 5,401,241 7,313,740

売上総利益 13,285,699 17,632,669

販売費及び一般管理費 11,935,836 14,699,688

営業利益 1,349,862 2,932,981

営業外収益

受取利息 1,534 1,508

受取保険料 8,113 10,224

受取賃貸料 11,641 12,771

受取手数料 45,393 53,436

保険解約返戻金 － 25,662

その他 4,750 11,950

営業外収益合計 71,434 115,554

営業外費用

支払利息 25,384 22,342

社債発行費 3,617 －

その他 2,610 8,654

営業外費用合計 31,612 30,997

経常利益 1,389,685 3,017,538

特別利益

固定資産売却益 27 1,837

特別利益合計 27 1,837

特別損失

減損損失 8,100 －

固定資産除却損 13,793 3,144

特別損失合計 21,893 3,144

税引前四半期純利益 1,367,818 3,016,230

法人税等 441,049 945,170

四半期純利益 926,769 2,071,060
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

(税金費用の計算)

税金費用については、四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。また、見積実効

税率を使用できない場合は、税引前四半期純利益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実

効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

当社は飲食事業以外の重要なセグメントがないため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2023年２月１日
至 2023年10月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年２月１日
至 2024年10月31日)

減価償却費 402,590千円 455,355千円

（追加情報）

（取締役に対する株式給付信託（BBT）の導入）

当社は、2018年４月26日開催の第25期定時株主総会決議に基づき、2018年６月25日より、当社取締役（監査

等委員である取締役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役である者を除く。）に対して、中長期的な業績

向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的とし、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT

（＝Board Benefit Trust））」（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

１．取引の概要

当社が拠出する金銭を原資として、本制度に基づき設定される信託を通じて当社株式を取得します。取得し

た当社株式は、取締役に対して、当社が定める「役員株式給付規程」に従い、受益者要件を満たした者に当社

株式等を給付します。

２．信託に残存する当社株式

信託に残存する自社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しています。

なお、当第３四半期会計期間末における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、80,769千円、199,600株であ

ります。
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３．補足情報

地域別売上高の状況

前第３四半期
(2024年１月期第３四半期)

当第３四半期
(2025年１月期第３四半期)

(参考)
2024年１月期

店舗数
売上金額
(千円)

構成比
(％)

店舗数
売上金額
(千円)

構成比
(％)

店舗数
売上金額
(千円)

構成比
(％)

ラーメン事業

北海道 54 4,722,380 25.3 53 5,817,596 23.3 54 6,610,356 25.0

茨城県 18 1,875,404 10.0 20 2,339,890 9.4 18 2,647,418 10.0

栃木県 9 936,893 5.0 10 1,297,097 5.2 9 1,318,017 5.0

埼玉県 12 1,651,599 8.8 13 2,152,951 8.6 12 2,336,277 8.8

千葉県 16 1,912,407 10.2 16 2,520,326 10.1 16 2,712,357 10.2

群馬県 8 830,891 4.4 8 1,058,578 4.3 8 1,179,284 4.5

東京都 1 183,879 1.0 2 332,081 1.3 1 259,726 1.0

宮城県 4 441,575 2.4 4 599,210 2.4 4 632,947 2.4

静岡県 7 758,040 4.1 7 981,114 3.9 7 1,072,091 4.0

福島県 4 383,586 2.1 4 531,112 2.1 4 551,607 2.1

神奈川県 3 486,263 2.6 3 649,246 2.6 3 693,706 2.6

岐阜県 1 76,597 0.4 1 106,844 0.4 1 109,361 0.4

山梨県 4 395,289 2.1 5 506,439 2.0 4 555,042 2.1

山形県 2 157,609 0.8 2 221,932 0.9 2 225,352 0.9

愛知県 7 749,242 4.0 7 1,068,408 4.3 7 1,070,576 4.0

三重県 3 304,440 1.6 3 393,405 1.6 3 426,272 1.6

長野県 3 315,383 1.7 3 424,392 1.7 3 452,289 1.7

岩手県 1 134,334 0.7 2 274,296 1.1 2 218,129 0.8

秋田県 2 241,257 1.3 2 309,400 1.3 2 338,441 1.3

青森県 4 377,875 2.0 4 469,258 1.9 4 528,120 2.0

富山県 1 110,979 0.6 2 199,749 0.8 1 154,257 0.6

石川県 2 115,463 0.6 2 242,361 1.0 2 193,352 0.7

兵庫県 2 214,391 1.2 3 471,474 1.9 2 305,973 1.2

福岡県 2 209,728 1.1 2 326,221 1.3 2 304,358 1.1

新潟県 5 424,716 2.3 5 584,615 2.4 5 604,139 2.3

福井県 1 88,285 0.5 2 197,833 0.8 2 161,360 0.6

岡山県 1 139,229 0.7 1 178,156 0.7 1 195,388 0.7

山口県 1 105,704 0.6 1 123,732 0.5 1 143,071 0.5

広島県 1 186,264 1.0 1 209,367 0.8 1 252,537 1.0

滋賀県 1 66,017 0.4 1 125,843 0.5 1 107,766 0.4

その他 2 91,204 0.5 2 233,468 0.9 2 134,555 0.5

総合計 182 18,686,940 100.0 191 24,946,410 100.0 184 26,494,136 100.0

(注) 店舗数には閉店分も含まれており、各期末時点での店舗数とは一致しておりません。


